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調 査 結 果 

Ⅰ．基本属性 

問１ あなたの性別はどちらですか。 

  人数 ％ 前回調査(%) 

男 96 42.9 40.1 

女 104 46.4 53.5 

（無回答） 24 10.7 6.3 

合計 224 100.0 100.0 

 

問２ あなたの年齢はどれですか。 

  回答者数 ％ 前回調査(%) 

18～19 歳 3 1.3 1.4 

20～29 歳 13 5.8 3.5 

30～39 歳 15 6.7 7.0 

40～49 歳 11 4.9 8.5 

50～59 歳 31 13.8 13.7 

60～69 歳 47 21.0 20.4 

70～79 歳 58 25.9 27.5 

80 歳以上 45 20.1 16.9 

（無回答） 1 0.4 1.1 

合計 224 100.0 100.0 

 

問３ あなたの主な職業は何ですか。 

  回答者数 ％ 前回調査(%) 

農業の自営、家族従業者 21 9.4 12.7 

商業、サービス業の自営、家族従業者 16 7.1 6.3 

会社員、団体職員、公務員 48 21.4 17.6 

パート、アルバイト 21 9.4 7.0 

学生 2 0.9 2.1 

家事専業 25 11.2 11.3 

無職 75 33.5 38.0 

その他 12 5.4 4.2 

（無回答） 4 1.8 0.7 

合計 224 100.0 100.0 
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問４ あなたの家族構成はどのようになっていますか。 

  回答者数 ％ 前回調査(%) 

ひとり世帯 41 18.3 15.8 

夫婦のみの世帯 79 35.3 33.1 

２世代の世帯 76 33.9 34.2 

３世代の世帯 19 8.5 12.0 

その他 6 2.7 3.5 

（無回答） 2 1.3 1.4 

合計 224 100.0 100.0 

 

 

問５ あなたが住んでいる地区は次のどれですか。 

  回答者数 ％ 前回調査(%) 

市街地区 125 55.8 79.6 

活汲地区（東岡、岩富、最上地区含む） 18 8.0 10.2 

本岐地区（双葉、沼沢、大昭、木樋、二又地区含む） 9 4.0 4.9 

達美地区 7 3.1 ―※ 

豊永地区 37 16.5 ― 

共和地区 23 10.3 ― 

相生地区（布川地区含む） 3 1.3 1.8 

（無回答） 2 0.9 3.5 

合計 224 100.0 100.0 

※前回調査において回答がなかったものには―を付した。 

 

 

問６ あなたのお住まいの形態は次のどれですか。 

  回答者数 ％ 前回調査(%) 

持ち家 185 82.6 79.6 

公営住宅（特賃住宅、町有住宅含む） 27 12.1 11.6 

借家（アパート含む） 7 3.1 5.3 

その他 2 0.9 2.8 

（無回答） 3 1.3 .7 

合計 224 100.0 100.0 
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問７ あなたの考える「地域」の範囲をお答えください。 

  回答者数 ％ 前回調査(%) 

となり、近所という範囲 35 15.6 14.1 

自治会という範囲 95 42.4 47.9 

複数の自治会が集まった範囲 27 12.1 6.3 

町全体という範囲 59 26.3 27.5 

その他 5 2.2 3.2 

（無回答） 3 1.3 1.1 

合計 224 100.0 100.0 

 

 

Ⅱ．「隣近所」との関わりについて 

問８ あなたは、ふだん近所の人とどの程度の付き合いをされていますか。 

  回答者数 ％ 前回調査(%) 

日ごろから助け合っている 63 28.1 25.7 

気のあった人とは親しくしている 43 19.2 21.8 

困りごとなど相談できる 2 0.9 1.8 

たまに会えば立ち話をするくらい 50 22.3 25.7 

あいさつを交わす程度 51 22.8 19.7 

ほとんど付き合いがない 6 2.7 2.5 

（無回答） 9 4.0 2.8 

合計 224 100.0 100.0 

 

 

問９ あなたの近所の人との付き合いに対する考え方は、次のどれですか。 

  回答者数 ％ 前回調査(%) 

親しく相談したり助け合ったりするのは当然である 89 39.7 51.1 

わずらわしいと感じることもあるが、日常生活の中で便
利なことが多いので必要である 

77 34.4 27.8 

わずらわしいことが多いので、あまりしたくない 26 11.6 7.4 

なくても困らないので、したくない 11 4.9 4.9 

その他 7 3.1 4.9 

（無回答） 14 6.3 3.9 

合計 224 100.0 100.0 
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問10 あなたは、近所の人から頼まれた場合、どのようなことができると思いますか。 

    できる 
ときどき

できる 
できない 無回答 合計 

安否確認の声かけ 

回答者数 114 58 20 32 224 

％ 50.9 25.9 8.9 14.3 100.0 

前回調査(%) 52.1 25.0 4.9 18.0 100.0 

話し相手 

回答者数 74 86 30 34 224 

％ 33.0 38.4 13.4 15.2 100.0 

前回調査(%) 33.5 37.7 12.0 16.9 100.0 

短時間の子どもの預かり 

回答者数 30 44 102 48 224 

％ 13.4 19.6 45.5 21.4 100.0 

前回調査(%) 13.7 20.8 43.0 22.5 100.0 

外出の手伝い 

回答者数 32 62 84 46 224 

％ 14.3 27.7 37.5 20.5 100.0 

前回調査(%) 12.0 32.0 33.8 22.2 100.0 

掃除の手伝い 

回答者数 28 58 93 45 224 

％ 12.5 25.9 41.5 20.1 100.0 

前回調査(%) 12.7 27.1 37.0 23.2 100.0 

庭の手入れや簡単な日曜大工 

回答者数 22 46 113 43 224 

％ 9.8 20.5 50.4 19.2 100.0 

前回調査(%) 12.7 21.5 44.7 21.1 100.0 

郵便物・宅配物の一時預かり 

回答者数 73 49 58 44 224 

％ 32.6 21.9 25.9 19.6 100.0 

前回調査(%) 40.1 23.6 15.1 21.1 100.0 

冠婚葬祭の手伝い 

回答者数 95 42 48 39 224 

％ 42.4 18.8 21.4 17.4 100.0 

前回調査(%) 47.2 18.3 15.5 19.0 100.0 

災害時の手助け 

回答者数 103 50 25 46 224 

％ 46.0 22.3 11.2 20.5 100.0 

前回調査(%) 50.0 16.5 12.0 21.5 100.0 

その他ちょっとした用事 

回答者数 63 83 35 43 224 

％ 28.1 37.1 15.6 19.2 100.0 

前回調査(%) 31.7 37.3 9.5 21.5 100.0 
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Ⅲ．「日常生活の課題」について 

問11 あなたは、日常生活のなかで日ごろ不安に思っていることはありますか（３つまで選択）。 

  回答者数 ％ 前回調査(%) 

自分や家族の健康に関すること 123 57.2 28.5 

老後の生活や介護に関すること 121 56.3 30.7 

医療機関に関すること 56 26.0 ― 

生活費など経済的問題 43 20.0 11.8 

移動手段に関すること 59 27.4 ― 

仕事に関すること 27 12.6 6.0 

育児・子育てに関すること 7 3.3 2.7 

家族との人間関係 7 3.3 1.4 

近所の人との関係 9 4.2 3.3 

住まいに関すること 20 9.3 4.2 

地域の治安に関すること 16 7.4 3.1 

人権問題に関すること 1 0.5 0.8 

その他 6 2.8 1.6 

特にない 23 10.7 6.0 

合計（回答者数） 215 240.9 100.0 

 

 

問12 現在、不安や悩みをどなたに、もしくはどこに相談していますか（３つまで選択）。 

  回答者数 ％ 前回調査(%) 

家族、親戚、きょうだい 152 72.4 43.9 

友人 71 33.8 20.8 

隣人、近所の人 21 10.0 6.1 

自治会役員 8 3.8 1.2 

民生委員・児童委員 1 0.5 1.4 

かかりつけの医師 33 15.7 8.1 

職場の人 13 6.2 2.8 

役場などの官公庁の窓口(地域包括以外) 4 1.9 2.0 

社会福祉協議会の窓口 9 4.3 1.6 

地域包括支援センター 9 4.3 2.4 

ケアマネジャー 4 1.9 1.2 

福祉サービス事業者（ヘルパー等） 4 1.9 1.4 

学校の先生 2 1.0 0.8 

警察官 4 1.9 0.8 

その他 8 3.8 1.2 

誰にも相談しない 34 16.2 4.5 

合計（回答者数） 210 179.5 100.0 



 107 

問13 あなたが住んでいる地区のなかで安心して暮らしていくには、地区にある組織や団体に対し
てどのような活動を期待していますか（３つまで選択）。 

  回答者数 ％ 前回調査(%) 

緊急事態が起きたときの対応 147 69.7 33.5 

地域内における決まりごと（ルール）の徹底 35 16.6 10.3 

交通安全や防災・防犯などの活動 64 30.3 12.6 

地域の道路や公園などの清掃活動 16 7.6 3.0 

リサイクルや自然保護の活動 10 4.7 1.2 

住民間トラブルの仲介・解決 17 8.1 3.0 

子どもや高齢者、障害者に対する手助け 61 28.9 16.8 

祭りや運動会などの住民同士の交流イベントの提供 20 9.5 3.8 

文化・芸術・スポーツなどのサークル的な活動 20 9.5 2.1 

役場・社会福祉協議会との連絡調整 42 19.9 7.3 

その他 3 1.4 1.2 

特にない 23 10.9 5.2 

合計（回答者数） 211 217.1 100.0 
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Ⅳ．「地域活動・ボランティア活動」について 

問14 あなたは地域活動やボランティア活動をしたことがありますか。 

  回答者数 ％ 前回調査(%) 

している 68 30.4 20.4 

していた 40 17.9 18.0 

したことがない 93 41.5 53.9 

（無回答） 23 10.3 7.7 

合計 224 100.0 100.0 

 

 

問14－（１）【問14で「１」と「２」を選ばれた方におたずねします】地域・ボランティア活動を
した（している）動機はどのようなことですか（３つまで選択） 

  回答者数 ％ 前回調査(%) 

自分の成長・生きがいとして 31 29.0 10.8 

自分の能力・技能を活かしたい 11 10.3 7.0 

社会の役に立ちたい 46 43.0 17.4 

周りの人に誘われて 19 17.8 9.9 

仲間・友人を得る 14 13.1 7.5 

就職に役立てたい 0 0 0.5 

福祉に関心がある 11 10.3 6.1 

地域活動の一環として 64 59.8 30.5 

もち回りのため 16 15.0 6.6 

その他 6 5.6 1.4 

特にない 0 0 2.3 

合計 107 203.7 100.0 

 
問14－（２）【問14で「１」と「２」を選ばれた方におたずねします】主にどのような活動をされ
ました（しています）か（３つまで選択）。 

  回答者数 ％ 前回調査(%) 

自治会の活動 67 69.8 34.0 

婦人会の活動 16 16.7 11.3 

子ども会の活動 4 4.2 9.8 

老人クラブの活動 16 16.7 10.3 

ＰＴＡの活動 9 9.4 5.2 

子育てサークルの活動 3 3.1 1.0 

スポーツ団体の活動 10 10.4 8.2 

趣味等のサークル活動 24 25.0 9.3 

消防団・自主防災組織の活動 9 9.4 5.2 

その他 20 20.8 5.7 

合計 96 185.4 100.0 
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問14－（３）【問14で「１」と「２」を選ばれた方におたずねします】活動の中で困ったこと、苦
労したことがありますか（３つまで選択）。 

  回答者数 ％ 前回調査(%) 

人が集まらない 35 38.9 21.3 

若い人が出てこない 39 43.3 18.5 

役職がわずらわしい 5 5.6 2.8 

活動資金が足りない 7 7.8 2.8 

活動がマンネリ化している 22 24.4 15.7 

活動運営の仕方がうまくない 3 3.3 2.2 

活動する場所がない・少ない 2 2.2 2.2 

組織をまとめる人がいない 4 4.4 1.7 

他の団体や活動者との連携が難しい 5 5.6 2.2 

継続的に活動することが難しい 12 13.3 9.6 

その他 3 3.3 3.9 

特にない 23 25.6 16.9 

合計 90 177.8 100.0 

 
 
問14－（４）【問14で「３」を選ばれた方におたずねします】。活動したことがない理由は何ですか
（３つまで選択）。 

  回答者数 ％ 前回調査(%) 

仕事や家事などで忙しく、時間がない 43 48.9 24.7 

知っている人がいない 12 13.6 5.2 

情報が入ってこない 17 19.3 10.1 

きっかけがない 21 23.9 17.4 

参加方法がわからない 11 12.5 9.0 

自分の時間を大切にしたい 13 14.8 2.8 

活動内容に興味・関心がない 8 9.1 3.5 

身体の具合が悪い 21 23.9 14.2 

自分の生活には関係ない 1 1.1 1.0 

わずらわしい 7 8.0 2.4 

家族の理解が得られない 0 0 0.3 

職場の理解が得られない 2 2.3 0.3 

その他 5 5.7 3.8 

特にない 10 11.4 5.2 

合計 88 194.3 100.0 
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問 15 今後、あなたはボランティア活動をしたい（続けたい）と思いますか。 

  回答者数 ％ 前回調査(%) 

活動したい 67 29.9 24.3 

活動したいけれど活動できない 59 26.3 39.8 

活動したくない 54 24.1 21.5 

（無回答） 44 19.6 14.4 

合計 224 100.0 100.0 

 
 
問15－（１）【問15で「１」を選ばれた方におたずねします】今後、ボランティア活動を行うとし
たら、どんな内容の活動をしたいですか（３つまで選択）。 

  回答者数 ％ 前回調査(%) 

高齢者に関する活動 38 58.5 24.1 

障がい者に関する活動 10 15.4 7.4 

子育てに関する活動 11 16.9 6.2 

保健に関する活動 7 10.8 9.9 

青少年に関する活動 6 9.2 3.7 

環境美化に関する活動 24 36.9 18.5 

スポーツや文化、芸術に関する活動 16 24.6 9.3 

防災や防犯、交通安全などに関する活動 17 26.2 15.4 

その他 0 0 5.6 

合計 65 198.5 100.0 

 

問15－（２）【問15で「２」を選ばれた方におたずねします】活動できない理由は何ですか（３つ
まで選択）。 

  回答者数 ％ 前回調査(%) 

仕事や家事などで忙しく時間がない 29 51.8 27.9 

知っている人がいない 2 3.6 3.7 

情報が入ってこない 5 8.9 9.5 

きっかけがない 14 25.0 11.6 

参加方法がわからない 3 5.4 7.9 

自分の時間を大切にしたい 4 7.1 4.7 

活動内容に興味・関心がない 1 1.8 ― 

身体の具合が悪い 24 42.9 22.6 

自分の生活には関係ない 1 1.8 ― 

わずらわしい 0 0 0.5 

家族の理解が得られない 0 0 0.5 

職場の理解が得られない 1 1.8 0.5 

その他 4 7.1 7.4 

特にない 5 8.9 3.2 

合計 56 166.1 100.0 
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問 16【問 15 で「１」と「２」を選ばれた方におたずねします】今後、地域活動やボランティア活

動の輪を広げていくためには、どのようなことが必要だと思いますか（３つまで選択）。 

  回答者数 ％ 前回調査(%) 

気軽に相談できる窓口を設置する 45 43.7 22.1 

活動できる拠点や場所を整備する 30 29.1 9.3 

新たなポイント制や既存のポイント制を見直しする 9 8.7 4.9 

活動に関する研修などを開催する 17 16.5 11.9 

活動に関する情報を積極的に発信する 47 45.6 18.9 

若い世代への参加を呼びかける 44 42.7 15.4 

人材・リーダーの育成をする 30 29.1 12.2 

その他 2 1.9 1.2 

特にない 7 6.8 4.1 

合計 103 224.3 100.0 
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Ⅴ．社会福祉協議会の活動について 

問 17 あなたは、地域の福祉推進を図るために諸活動を行っている社会福祉協議会という組織を

知っていますか。 

  回答者数 ％ 前回調査(%) 

名前も活動内容も知っている 108 48.2 46.1 

名前は聞いたことがあるが、活動内容は知らない 81 36.2 38.7 

名前も活動内容も知らない 13 5.8 7.4 

（無回答） 22 9.8 7.7 

合計 224 100.0 100.0 

 

 

問 18－（１）【問 17 で「１」を選ばれた方におたずねします】あなたの知っている社会福祉協議

会の活動は次のどれですか（あてはまるものすべてに○）。 

  回答者数 ％ 前回調査(%) 

ふれあい広場の開催 72 69.2 11.3 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰでの各種相談、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの育成及び支援 52 50.0 7.4 

赤い羽根共同募金運動 82 78.8 12.6 

地域歳末助け合い事業 57 54.8 8.8 

訪問介護（ホームヘルパー）、訪問入浴サービス事業 82 78.8 14.8 

介護器具の貸出事業 61 58.7 9.8 

給食サービス事業 65 62.5 11.8 

ひとり暮らしのお年寄りの集い 81 77.9 12.8 

男の料理教室 64 61.5 9.6 

サロン活動 68 65.4 ― 

生活支援サポート事業 53 51.0 ― 

その他 5 4.8 1.1 

合計 104 713.5 100.0 
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問 18－（２）【問 17 で「１」を選ばれた方におたずねします】社会福祉協議会が行う活動とし

て、今後、充実してほしいものはどれですか（３つまで選択）。 

  回答者数 ％ 前回調査(%) 

ボランティア活動への参加促進と支援 39 43.8 16.4 

住民による見守りや支え合い活動への支援 45 50.6 24.7 

隣近所や自治会など、交流活動への支援 27 30.3 15.0 

身近な福祉相談所ぽっとの設置 13 14.6 ― 

移動支援など在宅生活の福祉サービスの充実 41 46.1 17.1 

地域住民への福祉に関する理解の普及啓発 9 10.1 9.8 

学校における福祉体験学習の推進 5 5.6 5.2 

成年後見制度の活用など権利擁護事業の推進 6 6.7 5.9 

福祉サービスに関する情報発信の充実 22 24.7 3.5 

その他 0 0 0.3 

特にない 6 6.7 2.1 

合計 89 239.3 100.0 

 

 

問 19 あなたは地域における福祉を充実させていく上で、行政と地域の住民の関係は、どのよう

なものが望ましいと思いますか。 

  回答者数 ％ 前回調査(%) 

全ての生活課題について、必要な福祉サービスを行政が
行う 

19 8.5 12.0 

行政が行う福祉サービスで解決できない生活課題につい
てのみ町民が協力する 

31 13.8 16.2 

全ての生活課題について、行政と町民が協力して取り組
む 

101 45.1 41.5 

全ての生活課題について、町民が相互に協力して取り組
み、解決できない生活課題についてのみ行政が協力する 

31 13.8 10.9 

その他 3 1.3 1.4 

（無回答） 39 17.4 18.0 

合計 224 100.0 100.0 
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問 20 誰もが住みやすいまちづくりを進めていくためのご意見やご要望がございましたら、ご自

由にお書きください。 

 
回答内容（原文ママ入力） 

行政の仕事だが、若者が就労できる職場確保支援を強化してもらい、それら若者と高齢者が交流

仕合い、その関係の中から社協支援センター、自治会、ボランティア団体等がより連携を強め、

人口減少化の中にあっても住み易い町造りに力を合わせることが大切である。 

地域活動（サロン・懇談会）等々にはいつも同じ顔ぶれであり、強制はできないにしろ、出席出

来ない理由たとえば足が悪い、出向くのに足がない、出席できない、しない理由を一歩踏み込ん

でその人達の想を知りそれに対して善処していけると良いのだが― 

ボランティアにより協力で、行政はイベント等を行うことが多いが、それでは参加する人の気持

ちが続かないと感じている。ボランティアのポイント制度などがあるようだが、参加・協力に対

する見合った対価をきちんと支払えるような仕組みを考えてほしい。まちづくりに町民の皆が参

加し、「稼ぐ」ことができれば、まちも発展し、町民の所得も上がり、良いと思います。善意の搾

取とならないようなまちづくりを進めてほしいです。 

私は今、ケアハウスに入所しています 31 年 10 月から畑の中の一軒家が自宅です。子は札幌で、

病弱で入所してから一度もケアハウスへ来ていません 今の自分として、は、福祉の車に、大変

お世話になっています。でも、自宅と、ケアハウスと、二重の経費で、悩んでいます。もう、５

年くらいは、自宅で一人暮らし、して、福祉のお世話になりますが、一人で、がん張っていきた

いと思います。福祉車には本当に大変助けられていますありがとうございます。運転手さんも、

皆、とてもやさしい方々です 

日々福祉行政業務にご尽力頂きありがとうございます。今回アンケートに答えながら感じた事と

して「一部の部署だけが頑張っても大きな変化が得られない」という事です 日々「何か（町民

に対して）出来ないだろうか！？」と行政の方々が頭を悩ませ、エネルギーを使っても、必要と

感じない（無関心）町民の方々もいるのが現状です。その様々な方々を如何に動かすか、必要性

を感じてもらうか、大変な事とは思いますがコツコツ伝える（理解して頂く）、情報発信する事も

必要かと感じました。（行政に興味を持って頂く）良いアイディアが生まれるかもしれません。町

の状況を踏まえて、沢山の活動をされているのに不甲斐なく感じます。町内で会合を開いても顔

ぶれに片寄りを感じるので自治会ごと、会社（事業所）ごと等一人でも多くの町民に伝えて頂き

たいです。〝皆の町は皆でつくる！″これからもよろしくお願い致します。 

・店が欲しい（飲食店）、スーパー ヤナセは高い・ハイヤーの評判が悪すぎて使う気になれず利

用した事がない タクシー会社が欲しい・ゴミの分別が難しく、利用しずらいので、年を重ねて

住んで行く事に不安 ・水道代が高い、２カ月に 1 度の集金方法も良いのではと思う ・ペット

の為のドッグランを作って欲しい（情報共有・いこいの場として）・小規模多機能や老人ホームの

建設．ケアハウスは自立していないと入れないし．高い．病気になると出される！それはおかし

い！介護面も視野に入れては？ 

一つの考え方 人口を増加させる努力 丸玉（株）さんに努力して頂いて住宅を建設（津別町に

若者が住んでもらう）し、住民税の増加をはかる又は固定資産税の増加になる 

高齢の為何かとお世話に成ると思います その時は宜しくお願い致します。 

ドラッグストアが無く不便さを感じるのでそういうのがあると少しは住みやすくなると思いま
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す 

今の福祉体整や町のまち作りが市街地区を中心に考えきめられている様に感じる。活汲や相生、

本岐などの町民の移動手段をもっと考えてほしい。 

近所の子どもや高齢者の情報がない。身近に住人がいる人なのに顔も名前も知らないなんてこと

がよくある。 

役場社協の方々も高齢者が多い中県命に多くの角度から健康をささえて下さる行事を計画して

下さり、本当に有がとうございます。感謝しております。 

高齢者となり 今後が心配です。 

高齢者、車がない人は、津別は住みにくい。交通の便が悪い。まちなかバスとか聞いたことある

が利用しにくい。お店が少ない。若い人、子供、高齢者すべての人が不便だと思う。空き家を利

用し、１日や２日限定でも、たまにお店を開いたらいい。企業に話を持ち掛けて協力してもらう

といい。 

誰もが住みやすい街にするのはなかなかむずかしいですね！町も少子高齢化が進み、過疎化が進

み、高齢化で免許返納が時期になり、でも買物病院と（数か所の病院）車なければ（町からバス

券がありますが）動きがとれない。今はまだボランティアで少しは手伝い出来ている思うが、も

うすぐ手伝いしてもらう側になると思います。若い人達にもっと、ボランティア活動を知っても

らい活動してもらいたいです。 

私みたいな人にアンケイト頂きありがとうございますボケのわたしですがうれしく思いますな

にもおこたへできませんのでごめんなさい 病院よりぼけとしんだんされていますここ迄長生

きさせて頂きうれしくおもいますこれからも見まもって下さいねお願いいたします 

バス券を使わずに残り多く。地元病院買物えの交通に車無しの私共は、タクシ券を半分でも出し

ていただければ幸いです（住民も）福祉に関しては若人の育てる場所が必要ですね。福祉協議会

様ご苦労様です、ありがとうございます 

津別には病院があるので助かります。津別のお店がこれからやっていけるか？心配、農業などで

働ける人が少ないので、これからはどのようになるのか？高齢者が多いのに、私達も高齢者にも

う数年でなるけど親もいてこれからが心配元気で働ける人は、やはり働いてもらい、皆が助け合

って明るい津別をと思う今日このごろ！ 

高齢者の交通安全 

月２日病院通いです。 

社会福祉協議会の方達が多くの事に目配り気配りされ行動を起し仕事されている事に感服して

います。 

高齢者の車の運転は何時も心配だが変納(免許）してからが足がなくなり交通手段がどうなるのか

一番心配です。 

ボランティアへ若い人たちへの呼びかけ、健常なお年寄りにもできる範囲への呼びかけをして支

える側をふやすようにしていくことが大切かな 

何に事も行政と町民（自治会）が連携に行う。 

高齢化が進み支える方も高齢者、体に不調を抱えて理想は語れない。地道に人の手の届かない所

をできるだけ手当てし、少しでも「きれいになったね」と喜ばれることを続けたいと思っていま

す。組織的にしばられ義務化されるのは嫌なので、ひとりでできる時にできるだけひとの役に立
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つことをしたいと考えています。 

今は住みづらいと思っていませんので特にありませんが、町に活気がないように思うので、色々

な年齢の人が参加できる楽しい行事があれば良いと思います でも一年を通してとても住みよ

い町だと思います 色々な行事に参加していない自分にはあまり言う資格がありません 

これからどんどん高齢化が進み、町づくりが大変になってくると思います。役場職員も津別の町

で育った人達ばかりではなくなり、地域の事に関心をもち、みんなが地域活動にも参加せざるを

えなくなってくるのではないでしょうか？ 地域の人達が協力して物事をする機会が減って来

ている今、自分自身できるだけ自分の事は自分でできている身体づくりをして行きたいと思って

いますが・・・ 車がなければ大変なこの町で、何才まで運転ができるのかが心配です。車がな

くなったその後の生活も不安です。 

高齢ドライバーも免許返納を推めるにあたって、津別町も考えていかなければならないのではな

いでしょうか。買い物難民も多く、難しい問題ではありますが、子育て世代としては子どもをま

きこむ高齢ドライバーの事故がこの町でいつかおきるのでは・・・と気にかけています。 青年

団体で活動資金に困っている組織がいくつかある様です。ボランティアとしては難しいですが、

収益につながる様であればできる事もあると思うので、そういった団体と高齢者のお悩み事を上

手くマッチングさせる事はできませんかね？※冬の農閑期であれば、青年農業者は比較的動ける

と思います。多分・・・。 

色んな人が交流できる場所があればいいと思う たとえば公園とか・・・ 楽しく外出できる場

所が欲しい  昔の河岸公園がまた出来たら人もいっぱい外出するんじゃないかなと思う あ

っちこちで遊具が無くなっていって子どもの遊ぶ場所も増やしてくれたら交流も増えて過ごし

やすいかもしれないです 

住みやすいまちづくりの為に、まず空き家を整備する事から入りたいけれど入れない等の所得の

軽減。今の現状では住みやすいとは思わない！もっと、住民に対して、柔軟な対応、したりすれ

ば良いと思う。空き家を壊して、新しく建設し、住民に格安に提供・あとは、ゴミ問題。きちん

と出している人もいれば出さない人もいる。地方から来た人達を、徹底的に指導すれば良いかと

思う。やはり、行政、福祉と町民と協力し合い、この町は住みやすいと言う位になれば、人口も

増え、こどもも増えると確信しています。何かしろ、私は協力し、住みやすいまちづくりに協力

します！！！ 

町への買い物がとてもこまっています 町のバスを用意してほしい。 

小さな事でも 1 人 1 人がきちんとルールを守ることが出来たら良いと思います 

出来れば、町内に小児科があって欲しいです。（小児も診察できる医師がいて欲しい。） 

お疲れ様です、頑張って下さい。 

町に負担のかからない方法が有れば良いのですが 

ますます、高齢かしてくる町で行政と一緒にはたしてどこまで協力できるか、わかりません、 

デジタル代等で先が不安  年金でまかなえる福祉しせつが 

高齢化が進み、少子化で若い人が少なくなる。仕方のないことですが、私たち世代は金はないが

暇と体力は有る。町全体の役にたてれば良いとかなと思っている。しかし、町民だけを当てにす

るのはよくない。町もいかに財政をかけず、無駄をなくし、おごることなくしていかないと町民

の協力はえられないと思う。町長以下考えてほしい。協力していかないとやっていけない時代が

来ると思う。町もよりいっそうの努力をしてほしい。皆で協力してほしい。私たちも頑張ります。
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協力しあいましょう。話し合いましょう。 

色々な事業がもようされているのをみみにしますが、参加するのは自分の意思がはたらかないと

自覚しながら足踏みしている私がいて情けない思いをします。極力参加したいと思っているので

すが 

年々人口が減少していくなかであれもこれもの希望はむりなのでは。自分の町で独自の老人介護

ホームが本来ないのは住みやすい望めません。 

福祉のお仕事の皆様ご苦労様でございます。高齢の町となってしまった現在は？町全体で住みよ

い安心できる街に力を合わせることで良くなってほしく願います。高齢者、子供、いろいろな方

面からの知識を学び、命の大切さを考えなければならない時代に入ってきたと思います。私はお

年寄り、子どもさんが土に触れることから命の尊さを感じあう。生きていることは！自然の命を

いただき、そのおかげで今の私たちがいること。この恵まれた津別の土から初めてみては？と思

っています。参考にならないと思いますが、土の中にはいろいろな虫等の命の原料を蒔き収穫を

して命をいただく考えです。 

①高齢者のみなさんが明るく元気に日常生活をおくることができるためには、「フマンのない生

活サポート」「サロン活動の内容を固定化しない」「毎月の残薬を減らすことにより、さりげなく

サポートする。」日頃のボランティア活動の中で、気になっている部分です。②ボランティアをす

る側、受ける側、双方に新たな悩みを生じないための努力をする。高齢者になる前に準備をする

必要があると思います。③仲間意識が強すぎて、ボランティア活動をするうえで支障になってい

る。ボランティア心が奇薄だと感じる。 

高齢によって傷※を区別してほしくない。70 代では動けない人もいるし 80 代でも動ける人もい

る。特に感じる事は雪の多い時期です。地区によって、手助けのあるところと全くないところが

あります。これはどうゆうことなのでしょうか？これからもますます動けなくなることが目に見

えてますので、津別町で生きていくのがむずかしいのではと感じることもあります。社教の人員

の関係もあると思うのですが、机上の仕事にならないように希望します。特に児相のような机上

だけの仕事にならないように！ 

特になし 

町中再生、コンパクトシティ必要とは思います。活汲、本岐、相生等拠点の地域を忘れないで 

特にございません 

役場や社会福祉協議会の職員はその道のプロフェショナルなのだからもっと頑張れ！ 

問 19 の設問の趣旨が不明です。あやういです。現代社会ではほぼ理想の答えが 3 にきまってい

るのでは？ 

相生から病院、買い物等で町へいくバスはありますが、帰りのバスまでの時間が何時間か特にな

くてはならないのがつらいです。何かいい手段はないものでしょうか。 

高齢者の事故の多発で、免許書の返納が言われていますがこれにかわる交通手段を作って頂きた

いと思います。 
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町民の皆様には日ごろから福祉行政にご協力いただき、ありがとうございます。 

津別町及び津別町社会福祉協議会では、誰もが住み慣れた地域で、安心して暮らせ

るまちづくりのため、町民・関係機関、団体と行政が連携し、地域住民がお互いに助

け合い、支え合うことのできる仕組みづくりをめざして「津別町地域福祉計画」（行

政計画）及び「津別町地域福祉実践計画」（社会福祉協議会計画）を策定します。 

この町民アンケートは、１８歳以上の町民７００人を対象に無作為抽出し、皆様の

福祉に対する意識や地域活動への参加状況などの実態を把握するとともに、ご意見、

ご提言を広くお聞きし、計画を策定するための基礎資料として実施するものです。 

また、この町民アンケートに際しましては、プライバシーの保護に万全を期してお

りますので、趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

 

令和元年5月 

津別町地域福祉計画策定委員会 

（津別町・津別町社会福祉協議会） 

 

●ご記入は、ご本人にお願いいたします。ご本人のご記入が困難な場合は、ご家族の方など 

がご本人のお考えをお聞きのうえ、またはご意向に沿ったかたちで、代理でご記入をお願い

いたします。 

●お答えは、あてはまる回答の番号に〇をつけてください。また、「その他」を回答した 

場合には、具体的にその内容をご記入ください。 

●なお、本調査の結果は統計的に処理いたしますので、お答えいただいた方にご迷惑をおか 

けするようなことは一切ございません。思いのままをお答えいただきますようお願い申し 

上げます。 

●ご記入いただいた調査票は、6月14日（金）までに、同封の封筒に入れて（切手を貼 

らずに）投函してください。ご協力の程よろしくお願いいたします。 

 

【調査に関するお問い合わせ先】 

津別町保健福祉課    電話：７６－２１５１（内線２７７） 

津別町社会福祉協議会  電話：７６－１１６１（直通） 
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Ⅰ．あなたご自身についておたずねします。 

問１ あなたの性別はどちらですか。（どちらかに○） 

１．男性               ２．女性 

 

問２ あなたの年齢はどれですか。（ひとつだけ○）2月1日現在 

１．１８～１９歳          ２．２０～２９歳  

３．３０～３９歳          ４．４０～４９歳 

５．５０～５９歳          ６．６０～６９歳 

７．７０～７９ 歳          ８．８０歳以上 

 

問３ あなたの主な職業は何ですか。（ひとつだけ○） 

１．農業の自営、家族従業者     ２．商業、サービス業の自営、家族従業者 

３．会社員、団体職員、公務員    ４． パート・アルバイト 

５．学生              ６．家事専業            

７．無職              ８．その他（           ） 

 

問４ あなたの家族構成はどのようになっていますか。（ひとつだけ○） 

１．ひとり世帯           ２．夫婦のみの世帯 

３．２世代の世帯（親と子）     ４．３世代の世帯（親と子と孫） 

５．その他（          ） 

 

問５ あなたが住んでいる地区は次のどれですか。（ひとつだけ○） 

１．市街地区            ２．活汲地区（東岡、岩富、最上地区含む） 

３．本岐地区（双葉、沼沢、大昭、木樋、二又地区含む）  

４．達美地区            ５．豊永地区（高台１・２、豊永１、美都、上里） 

６．共和地区（共和１、恩根）    ７．相生地区（布川地区含む） 

 

問６ あなたのお住まいの形態は次のどれですか。（ひとつだけ○） 

１．持ち家（一戸建て）        ２．公営住宅（特賃住宅、町有住宅含む） 

３．借家（アパート含む）       ４．その他（         ） 

 

問７ あなたの考える「地域」の範囲をお答えください。（ひとつだけ○） 

１．となり、近所という範囲      ２．自治会という範囲 

３．複数の自治会が集まった範囲    ４．町全体という範囲 

５．その他（         ） 
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Ⅱ．「隣近所」との関わりについておたずねします。 

問８ あなたは、ふだん近所の人とどの程度の付き合いをされていますか。（ひとつだけ○） 

１．日ごろから助け合っている  

２．気のあった人とは親しくしている 

３．困りごとなど相談できる 

４．たまに会えば立ち話をするくらい 

５．あいさつを交わす程度 

６．ほとんど付き合いがない 

 

問９ あなたの近所の人との付き合いに対する考え方は、次のどれですか。 

（もっとも近いものにひとつだけ○） 

１．親しく相談したり助け合ったりするのは当然である 

２．わずらわしいと感じることもあるが、日常生活の中で便利なことが多いので必要である 

３．わずらわしいことが多いので、あまりしたくない 

４．なくても困らないので、したくない 

５．その他（               ） 

 

問10 あなたは、近所の人から頼まれた場合、どのようなことができると思いますか。 

（各項目の番号にひとつだけ○） 

     項     目 できる ときどきできる できない 

１．安否確認の声かけ １ ２ ３ 

２．話し相手 １ ２ ３ 

３．短時間の子どもの預かり １ ２ ３ 

４．外出（買い物や通院など）の手伝い １ ２ ３ 

５．掃除の手伝い １ ２ ３ 

６．庭の手入れや簡単な日曜大工 １ ２ ３ 

７．郵便物・宅配物の一時預かり １ ２ ３ 

８．冠婚葬祭の手伝い １ ２ ３ 

９．災害時の手助け １ ２ ３ 

10．その他ちょっとした用事 １ ２ ３ 
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Ⅲ．「日常生活の課題」についておたずねします。 

問１１ あなたは、日常生活のなかで日ごろ不安に思っていることはありますか。 

（○は３つまで） 

１．自分や家族の健康に関すること    ２．老後の生活や介護に関すること 

３．医療機関に関すること        ４．生活費など経済的問題 

５．移動手段（交通）に関すること    ６．仕事に関すること 

７．育児・子育てに関すること      ８．家族との人間関係 

９．近所の人との関係         １０．住まいに関すること 

１１．地域の治安に関すること      １２．人権問題に関すること 

１３．その他（                     ）   １４．特にない 

 

問１2 現在、不安や悩みをどなたに、もしくはどこに相談していますか。 

（○は３つまで） 

１．家族、親戚、きょうだい               ２．友人 

３．隣人、近所の人                       ４．自治会役員 

５．民生委員・児童委員                   ６．かかりつけの医師 

７．職場の人                             ８．役場などの官公庁の窓口(地域包括以外) 

９．社会福祉協議会の窓口        10．地域包括支援センター 

11．ケアマネジャー           12．福祉サービス事業者（ヘルパー等） 

13．学校の先生             14．警察官 

15．その他（          ）   16．誰にも相談しない 

 

問１３ あなたが住んでいる地区のなかで安心して暮らしていくには、地区にある組織や団体 

に対してどのような活動を期待していますか。（○は３つまで） 

１．緊急事態が起きたときの対応 

２．地域内における決まりごと（ルール）の徹底 

３．交通安全や防災・防犯などの活動 

４．地域の道路や公園などの清掃活動 

５．リサイクルや自然保護の活動 

６．住民間トラブルの仲介・解決 

７．子どもや高齢者、障害者に対する手助け 

８．祭りや運動会などの住民同士の交流イベントの提供 

９．文化・芸術・スポーツなどのサークル的な活動 

10．役場・社会福祉協議会との連絡調整 

11．その他（                     ） 

12．特にない 
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Ⅳ．「地域活動・ボランティア活動」についておたずねします。 

問１４ あなたは地域活動やボランティア活動をしたことがありますか。 

（ひとつだけ○） 

１．している→問14-(1)(2)(3)へ        ２．していた→問14-(1)(2)(3)へ 

３．したことがない問14-(4)へ 

 

問１４－（１） 問１４で「１」と「２」を選ばれた方におたずねします。 

地域・ボランティア活動をした（している）動機はどのようなことですか。（○は３つまで） 

１．自分の成長・生きがいとして       ２．自分の能力・技能を活かしたい 

３．社会の役に立ちたい           ４．周りの人に誘われて 

５．仲間・友人を得る            ６．就職に役立てたい 

７．福祉に関心がある            ８．地域活動の一環として 

９．もち回りのため             10．その他（            ） 

11．特にない 

 

問１４－（２） 問１４で「１」と「２」を選ばれた方におたずねします。 

主にどのような活動をされました（しています）か。（○は３つまで） 

１．自治会の活動            ２．婦人会の活動 

３．子ども会の活動           ４．老人クラブの活動 

５．ＰＴＡの活動            ６．子育てサークルの活動 

７．スポーツ団体の活動         ８．趣味等のサークル活動 

９．消防団・自主防災組織の活動     10．その他（             ） 

 

問１４－（３） 問１４で「１」と「２」を選ばれた方におたずねします。 

活動の中で困ったこと、苦労したことがありますか。（○は３つまで） 

１．人が集まらない           ２．若い人が出てこない 

３．役職がわずらわしい         ４．活動資金が足りない 

５．活動がマンネリ化している      ６．活動運営の仕方がうまくない 

７．活動する場所がない・少ない     ８．組織をまとめる人がいない 

９．他の団体や活動者との連携が難しい  10．継続的に活動することが難しい 

11．その他（          ）    12．特にない 
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問１４－（４） 問１４で「３」を選ばれた方におたずねします。 

活動したことがない理由は何ですか。（○は３つまで） 

１．仕事や家事などで忙しく、時間がない  ２．知っている人がいない 

３．情報が入ってこない          ４．きっかけがない 

５．参加方法がわからない         ６．自分の時間を大切にしたい 

７．活動内容に興味・関心がない      ８．身体の具合が悪い 

９．自分の生活には関係ない        10．わずらわしい 

11．家族の理解が得られない         12．職場の理解が得られない 

13．その他（             ） 14．特にない 

 

問１５ 今後、あなたはボランティア活動をしたい（続けたい）と思いますか。（ひとつだけ○） 

１．活動したい→問15-(1)、問１６へ     

２．活動したいけれど活動できない→問15-(2)、問１６へ 

３．活動したくない 

 

問１５－（１） 問１５で「１」を選ばれた方におたずねします。 

今後、ボランティア活動を行うとしたら、どんな内容の活動をしたいですか。（○は３つまで） 

１．高齢者に関する活動（高齢者の見守り、サロン活動の協力、老人ホーム訪問など） 

２．障がい者に関する活動（手話や音読・点字訳の支援や外出支援、施設訪問など） 

３．子育てに関する活動（託児、保育、子育て相談や子育てサークルの支援など） 

４．保健に関する活動（健康教室等の支援など） 

５．青少年に関する活動（悩みごと相談や交流、子ども会活動の支援など） 

６．環境美化に関する活動（自然愛護や美化運動、リサイクル運動など） 

７．スポーツや文化、芸術に関する活動 

８．防災や防犯、交通安全などに関する活動 

９．その他（               ） 

 

問１５－（２） 問１５で「２」を選ばれた方におたずねします。 

活動できない理由は何ですか。（○は３つまで） 

１．仕事や家事などで忙しく、時間がない  ２．知っている人がいない 

３．情報が入ってこない          ４．きっかけがない 

５．参加方法がわからない         ６．自分の時間を大切にしたい 

７．活動内容に興味・関心がない      ８．身体の具合が悪い 

９．自分の生活には関係ない        10．わずらわしい 

11．家族の理解が得られない         12．職場の理解が得られない 

13．その他（             ） 14．特にない 
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問１６ 問１５で「1」と「２」を選ばれた方におたずねします。 

今後、地域活動やボランティア活動の輪を広げていくためには、どのようなことが必要だと 

思いますか。（○は３つまで） 

１．気軽に相談できる窓口を設置する    ２．活動できる拠点や場所を整備する 

３．新たなポイント制や既存ポイント制の見直しする  

４．活動に関する研修などを開催する    ５．活動に関する情報を積極的に発信する 

６．若い世代への参加を呼びかける     ７．人材・リーダーの育成をする    

８．その他（          ）     ９．特にない                 

 

Ⅴ．社会福祉協議会の活動についておたずねします。 

問１７ あなたは、地域の福祉推進を図るために諸活動を行っている社会福祉協議会という

組織を知っていますか。（ひとつだけ○） 

１． 名前も活動内容も知っている→問18-(1)(2)へ 

２． 名前は聞いたことがあるが、活動内容は知らない 

３． 名前も活動内容も知らない 

 

問１８－（１） 問１７で「１」を選ばれた方におたずねします。 

あなたの知っている社会福祉協議会の活動は次のどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．ふれあい広場の開催 

２．ボランティアセンターでの各種相談、ボランティアの育成及び支援 

３．赤い羽根共同募金運動 

４．地域歳末たすけあい事業（歳末慰問金支給事業） 

５．訪問介護（ホームヘルパー）、訪問入浴サービス事業 

６．介護器具の貸出事業 

７．給食サービス事業 

８．ひとり暮らしお年寄りの集い 

９．男の料理教室 

１０．サロン活動 

１１．生活支援サポート事業 

１２．その他（               ） 

 

問１８－（２） 問１７で「１」を選ばれた方におたずねします。 

社会福祉協議会が行う活動として、今後、充実してほしいものはどれですか。（○は３つま

で） 

１．ボランティア活動への参加促進と支援    

２．住民による身守りや支え合い活動への支援 

３．隣近所や自治会など、交流活動への支援 

４．身近な福祉相談所ぽっとの設置 
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５．移動支援など在宅生活の福祉サービスの充実 

６．地域住民への福祉に関する理解の普及啓発 

７．学校における福祉体験学習の推進 

８．成年後見制度の活用など権利擁護事業の推進 

９．福祉サービスに関する情報発信の充実 

１０．その他（                             ） 

１１．特にない 

 

問１９ あなたは地域における福祉を充実させていく上で、行政と地域の住民の関係は、どの 

ようなものが望ましいと思いますか。（ひとつだけ○） 

１．全ての生活課題について、必要な福祉サービスを行政が行う 

２．行政が行う福祉サービスで解決できない生活課題についてのみ町民が協力する 

３．全ての生活課題について、行政と町民が協力して取り組む 

４．全ての生活課題について、町民が相互に協力して取り組み、解決できない生活課題に

ついてのみ行政が協力する 

５．その他（                ） 

 

問２０ 誰もが住みやすいまちづくりを進めていくためのご意見やご要望がございましたら、ご 

自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上でアンケートは終わりです。ご協力ありがとうございました。 
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７ 自治会別高齢者状況                                       令和2年3月31日現在 

 a 同居世帯 B 夫婦世帯 C 独居世帯 入院・施設 世帯・人口 高齢化率％   

片親 両親 その他 
世帯数 高齢者数  介護認定  世帯数 介護認定  高齢者数  介護認定  世帯数 

人口

(abc) 

在宅

(abc) 
総世帯 総人口 

世帯数 高齢者数  介 護 認 定 世帯数 高 齢 者 数 介護認定  世帯数 高齢者数  介護認定  

東 岡 0 0 0 1 2 1 4 7 1 0 0 0 2 0 0 0 7 11 36.67 9 30 

活 汲 １ 1 1 0 2 4 0 2 2 0 3 6 0 1 0 0 0 9 14 36.84 14 38 

活 汲 ３ 0 0 0 4 7 1 2 5 1 2 4 0 2 1 0 0 10 18 47.37 13 38 

活汲中央 2 2 0 3 4 0 14 24 3 16 31 4 18 6 3 3 53 79 46.47 74 170 

岩 富 1 1 0 1 2 0 8 13 4 1 2 0 1 1 0 0 12 19 33.93 15 56 

東 達 美 3 3 0 0 0 0 7 12 2 10 20 2 1 0 0 0 21 36 42.35 32 85 

高 台 町 2 2 1 1 2 0 0 0 0 6 12 1 14 1 1 1 23 30 65.22 31 46 

達 美 1 2 0 2 4 1 1 2 1 4 8 1 3 1 0 0 11 19 51.35 18 37 

達 美 町 1 1 0 0 0 0 0 0 0 4 8 7 52 39 54 43 57 61 79.22 67 77 

西 達 美 0 0 0 1 2 0 2 2 0 3 5 0 4 0 0 0 10 13 48.15 12 27 

下 最 上 0 0 0 1 2 0 1 1 0 1 1 0 1 0 0 0 4 5 45.45 4 11 

上 最 上 0 0 0 （１）1 2 0 0 0 0 2 3 0 0 0 0 0 3 5 33.33 5 15 

幸 町 0 0 0 6 11 3 2 5 1 21 40 0 19 5 0 0 48 75 51.72 81 145 

本 町 5 5 0 1 2 0 9 17 0 11 21 1 21 3 0 0 47 66 55.46 64 119 

西 町 3 3 1 0 0 0 5 10 4 20 37 2 18 4 0 0 46 68 57.63 67 118 

東 町 3 3 0 （１）4 （2）8 1 6 11 3 14 28 1 26 5 0 0 53 76 43.43 96 175 

新 町 1 1 0 2 3 0 1 2 0 14 25 1 14 6 3 3 32 45 37.82 57 119 

柏 町 （１）2 2 1 2 4 0 5 8 0 13 26 0 11 3 0 0 33 51 56.04 44 91 

緑 町 １ 2 3 1 2 2 0 2 4 2 29 54 5 22 4 1 1 57 85 40.09 120 212 

緑 町 ２ 4 4 0 2 3 0 3 5 0 21 42 4 19 2 0 0 49 73 48.99 82 149 

緑 町 3 3 3 0 0 0 0 2 2 0 2 4 0 14 4 8 2 21 23 21.30 54 108 

旭 町 1 2 2 0 1 2 0 3 5 0 8 14 3 10 3 1 1 24 33 20.00 94 165 

旭 町 2 0 0 0 3 5 0 1 1 0 9 18 3 32 12 2 2 45 56 42.42 73 132 

旭 町 ３ 8 9 1 7 14 0 1 2 0 26 52 6 17 4 2 2 59 94 49.47 91 190 

豊 永 １ 1 1 0 2 3 0 11 22 3 1 2 0 3 0 0 0 18 31 37.35 24 83 
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 a 同居世帯 B 夫婦世帯 C 独居世帯 入院・施設 世帯・人口 高齢化率    

片親 両親 その他 
世帯数 高齢者数  介護認定  世帯数 介護認定  高齢者数  介護認定  世帯数 

人口

(abc) 

在宅

（abc) 
総世帯 総人口 

世帯数 高齢者数  介護認定  世帯数 高齢者数  介護認定  世帯数 高齢者数  介護認定  

豊 永 ２ 3 3 0 8 12 1 5 9 0 26 50 2 28 8 0 0 70 102 34.34 134 297 

豊 永 ３ 2 2 0 7 13 1 5 11 2 27 50 6 22 6 1 1 63 98 50.00 100 196 

豊 永 ４ （１）6 （1）7 0 5 9 1 4 7 2 55 109 9 36 12 0 0 107 169 52.00 164 325 

高 台 １ 1 1 1 1 2 0 4 8 1 5 9 0 3 3 0 0 14 23 50.00 17 46 

高 台 ２ 3 4 1 0 0 0 3 5 1 1 2 0 0 0 0 0 7 11 42.31 9 26 

下 美 都 1 1 1 0 0 0 1 1 1 1 2 0 0 0 0 0 3 4 44.44 4 9 

上 美 都 0 0 0 0 0 0 4 8 3 2 4 0 0 0 0 0 6 12 54.55 7 22 

上 里 0 0 0 0 0 0 3 6 1 2 3 0 2 0 0 0 7 11 33.33 16 33 

共 和 １ 0 0 0 0 0 0 3 3 0 13 26 2 10 2 0 0 26 39 70.91 31 55 

共 和 2 11 12 2 2 5 1 7 9 2 31 61 4 85 55 50 50 136 172 56.58 182 304 

共 和 ３ 3 3 0 7 12 0 3 5 2 27 48 6 33 7 2 2 73 101 41.39 131 244 

共 和 4 0 0 0 2 3 0 （１）5 8 1 25 48 1 14 1 0 0 46 73 39.67 94 184 

恩 根 １ 0 0 0 1 2 0 0 0 0 3 5 0 0 0 0 0 4 7 43.75 7 16 

恩根中央 0 0 0 0 0 0 3 6 2 4 5 0 1 0 1 1 8 12 34.29 14 35 

双 葉 1 1 0 1 2 0 2 2 0 2 4 1 2 0 0 0 8 11 39.29 10 28 

沼 沢 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 3 0 0 0 4 4 30.77 8 13 

本岐市街 1 1 0 2 3 0 1 3 1 5 10 2 9 1 1 1 18 26 61.90 25 42 

本 岐 ２ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 4 0 0 0 0 0 2 4 100.0 2 4 

木 樋 0 0 0 0 0 0 3 5 2 0 0 0 2 1 0 0 5 7 24.14 7 29 

二 又 0 0 0 1 2 0 2 2 1 0 0 0 0 0 0 0 3 4 40.00 3 10 

大 昭 1 1 0 1 2 1 6 11 2 3 6 0 2 0 0 0 13 22 36.67 17 60 

布 川 0 0 0 0 0 0 1 1 0 2 3 0 2 1 0 0 5 6 18.18 13 33 

相生中央 4 6 1 0 0 0 1 1 0 7 14 2 17 5 1 1 29 38 56.72 39 67 

相 生 ２ 1 2 0 0 0 0 0 0 0 4 7 0 6 2 0 0 11 15 53.57 18 28 

合 計 (2）83 （１）92 11 (2)87 （4）155 12 (1)159 274 50 488 933 76 602 208 131 114 1,420 2,057 45.29 2,293 4,542 

※「a同居世帯の片親・両親」は、子どもが単身で片親か両親と同居かで分類している。子どもが複数いる場合もある。 

※（ ）は同居者が祖父母のみと暮らしている世帯で、「その他」では、きょうだいで暮らしている世帯を含みます。 

※高齢者世帯（夫婦世帯488世帯＋独居世帯602世帯＝1,090世帯）は、全世帯2,293世帯の47.54％になる。
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